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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成23年12月15日(2011.12.15)

【公開番号】特開2010-111541(P2010-111541A)
【公開日】平成22年5月20日(2010.5.20)
【年通号数】公開・登録公報2010-020
【出願番号】特願2008-285282(P2008-285282)
【国際特許分類】
   Ｃ０４Ｂ  35/18     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   5/84     (2006.01)
   Ｃ０３Ｂ  35/18     (2006.01)
   Ｂ２８Ｂ   1/52     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   9/08     (2006.01)
   Ｃ２１Ｄ   1/00     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０４Ｂ  35/18    　　　Ｚ
   Ｇ１１Ｂ   5/84    　　　Ｚ
   Ｃ０３Ｂ  35/18    　　　　
   Ｂ２８Ｂ   1/52    　　　　
   Ｄ０１Ｆ   9/08    　　　Ａ
   Ｃ２１Ｄ   1/00    １１５Ａ
   Ｃ０４Ｂ  35/10    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月1日(2011.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転軸にリング状のディスク材を複数枚嵌挿させ、該ディスク材の外周面により搬送面
を形成してなるディスクロールの前記ディスク材を形成するための基材の製造方法におい
て、
　ウェットボリュームが３００ｍｌ／５ｇ以上で、かつ、非晶質または結晶化率が５０％
以下である無機繊維を含むスラリー原料を板状に成形し、乾燥することを特徴とするディ
スク用基材の製造方法。
【請求項２】
　前記無機繊維の平均繊維径が３～７μｍであることを特徴とする請求項１記載のディス
ク用基材の製造方法。
【請求項３】
　前記無機繊維の組成はＡｌ２Ｏ３：ＳｉＯ２が６０：４０～９９：１であることを特徴
とする請求項１または２に記載のディスク用基材の製造方法。
【請求項４】
　回転軸にリング状のディスク材を複数枚嵌挿させ、該ディスク材の外周面により搬送面
を形成してなるディスクロールの前記ディスク材であって、
　非晶質または結晶化率が５０％以下の無機繊維を含み、復元率が１０～１００％である
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ことを特徴とするディスクロール用ディスク材。
【請求項５】
　前記ディスク材が、無機繊維を３０～７０質量％、無機充填材を３０～７０質量％含む
ことを特徴とする請求項４記載のディスクロール用ディスク材。
【請求項６】
　前記ディスク材が、無機繊維を３０～６０質量％、無機充填材を４０～７０質量％含む
ことを特徴とする請求項４記載のディスクロール用ディスク材。
【請求項７】
　前記無機充填材が、木節粘土、ベントナイト、マイカ、アルミナ、コーディライト、カ
オリンクレー及びタルクから選択されることを特徴とする請求項５または６記載のディス
クロール用ディスク材。
【請求項８】
　前記無機充填材が、木節粘土及びベントナイトを含むことを特徴とする請求項５または
６記載のディスクロール用ディスク材。
【請求項９】
　前記無機充填材が、さらに、マイカ、アルミナ、コーディライト又はカオリンクレーを
含むことを特徴とする請求項８記載のディスクロール用ディスク材。
【請求項１０】
　前記ディスク材が、さらに、デンプンとパルプを含むことを特徴とする請求項５～９の
いずれか記載のディスクロール用ディスク材。
【請求項１１】
　前記無機繊維が、アルミナ繊維またはムライト繊維であることを特徴とする請求項４～
１０のいずれか記載のディスクロール用ディスク材。
【請求項１２】
　前記無機繊維の平均繊維径が３～７μｍであることを特徴とする請求項４～１１のいず
れか記載のディスクロール用ディスク材。
【請求項１３】
　請求項４～１２のいずれか記載のディスク材を回転軸に複数枚嵌挿させてなることを特
徴とするディスクロール。
【請求項１４】
　ディスク材の充填密度が０．６～１．６ｇ／ｃｍ３であることを特徴とする請求項１３
記載のディスクロール。
【請求項１５】
　ディスク材の充填密度が０．７～１．５ｇ／ｃｍ３であることを特徴とする請求項１４
記載のディスクロール。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであって、急激に冷却された場合でも、ディ
スクセパレーションが発生したり、クラックが発生したりすることのないディスクロール
を提供することを目的とする。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００８】
　本発明によれば、ロールビルド後もディスク材に比較的長い無機繊維を残存させること
ができるため、無機繊維の弾力性を維持・発揮することができる。その結果、ディスク材
の高い復元率を維持でき、熱膨張差に起因する応力を緩和/吸収できるため、急激に冷却
された場合でも、ディスクセパレーションが発生したり、クラックが発生したりすること
のないディスクロールを提供することができる。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
（４）耐スポーリング性
　各ディスク材用基材から外径６０ｍｍのリング状のディスク材を打ち抜き、ステンレス
製シャフトに幅１００ｍｍ、所望の充填密度となるようにロールビルドし、９００℃に保
持した電気炉に投入し、１５時間後に取り出して室温２５℃まで急冷した。そして、この
ような加熱・急冷を繰り返し、ディスクセパレーションやクラックが発生するまでの回数
を数えた。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
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【表１】

【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３３】
【表２】

【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
【表３】



(7) JP 2010-111541 A5 2011.12.15

 


	header
	written-amendment

